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●第２６２０地区御殿場ロータリークラブ●�

BE  A  TRUTHFUL  ROTARIAN！�

意識を喚起し、進んで行動を！！�意識を喚起し、進んで行動を！！�

　先週は新年度第一回クラブ協
議会が開かれ、山本ガバナー補
佐の出席のもとに、一年間の活
動計画の説明が行われ質疑応答
のあと無事終了することが出来
ましたことをご報告申し上げます。
本当にありがとうございました。�
　夏のイベントの中に太鼓まつ
りがありますが、今回から実行

委員として会議に参加し、当日もボランティアとして、
豊山徹也君、勝又博文君と私が参加しました。�
　天候にも恵まれ、日に焼けてしまいましたが、全国
への発信で大きなPRになったことと思います。�
　さて8月は会員増強月間です。昨年度においてIMのテー
マだったことを生かし、全会員の大きな関心事として
進めてまいりたいと存じます。�
　現在、ビジネスのキーワードになっている「エンパ
ワーメント」ｅｍｐｏｗｅｒｍｅｎｔという言葉があります。
力をつけること。変革の主体となる力をつけること、
と解されます。みんなで力を合わせ、ともに力をつけ、
一人ひとりがその人らしく活動する中で、文化的、社
会的、政治的、経済的状況などを変えていく力をもつ
こと。�
　この言葉は、１９８０年第二回世界女性会議の頃よ
り、スペイン語で語られ、英訳されたということです。
「エンパワーメント」のめざすところは、特定のとこ

ろに仕事が集中するのではなく、メンバー一人ひとり
の潜在能力を引き出し、生かしていくものです。組織
により大きな成果を得るためには、上司が有効な情報
や権限を社員に与え、社員の能力を信頼していこうと
いう考え方です。�
　信頼された社員達は、それによって自発的に喜びを
持ってベストをつくし、自己実現する機会にしようと
する、人材活性化の方法です。�
　ロータリーに置き換えた場合でも、活用できる言葉
だと思います。�
　組織で長年つちかってきた情報や、身につけた知識
というのは「自分のもの」であると同時に、「みんな
のもの」であるといえます。自分が得た情報や知識を
囲い込む発想ではなく、先輩から後輩へ、あるいは仲
間で共有できる環境をつくるということを、企業経営
でも、ロータリー活動でも生かしたいと思います。�
　今日は四大奉仕の中のクラブ奉仕、職業奉仕の委員
長所信表明を楽しみにしております。�

●例会場：名鉄菜館�

●開会点鐘：１２：３０�

●ロータリーソング：奉仕の理想�

●内容：４大奉仕委員長所信表明　国際奉仕

　　　　委員長、社会奉仕委員長�

●会員慶事�

○会員誕生日�
　８月１６日　土屋　闊正君 
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会長挨拶   田代　博久�
～8月3日～�



●１２：３０　点鐘     �
　御殿場館�
　会員拡大月間に因んで　�
　会員増強委員会�

次回　８月１７日の例会�

●８月３日のスマイルボックス●�

●猛暑、酷暑、炎暑と聞いただけでもあつい、こ

んな時には冷たいビールがよく似合います。さあー

ビールがあなたを待っていますよ。�
橋本喜市�

●本日１８時より市民会館にて、「新しい千年、日本と

韓国との美しい関係に向けて」と云う題名で、現在金

沢大学教授の鄭先生の講演がございます。ぜひご聴

講をお願いします。　　　　　　　　          林　準�

●先般行われた太鼓祭りで、御殿場吹奏楽団は谷啓

のバンドとジョイントコンサートを行いました。何かプ

ロになったような気分でした。　　　　　  田代博久�

●２９日の金太郎夏祭りでは、ロータリーのメンバー

の方々に多大な御協力、御協賛を頂き祭りも盛大に

する事が出来ました。来年もよろしくお願いいたしま

す。　　　　　　　　　　        戸栗太平、斉藤礼志�

�

　クラブ奉仕の目的は、ロータリークラブの管理

面を成功させることであります。�

　クラブ奉仕は、多くのロータリー指導者によって、

クラブ機構の最も重要な要素とみなされています。

なぜなら、立派に機能するクラブなくしては、他

の三つの奉仕部門を通じて、ほとんど何も達成で

きないからです。�

　クラブ奉仕とは、会員が規則正しく例会に出席

すること、新会員を推薦すること、共にクラブの

親睦を楽しむこと、プログラムに参加すること、

委員やクラブ理事を務めること、対外活動におい

てクラブを代表して出席することです。�

　ロータリアンはクラブを強力なものにする責務

を負っています。ですから、全会員に対してクラ

ブ奉仕に参加するように奨励しなくてはなりません。

クラブ奉仕としましては、みんな一人の退会者も

なく推移し、そしてこのクラブの停滞を招かない

ようにしていきます。�

�

職業奉仕委員会　深沢 昭三委員長�

　職業奉仕とは何か、４大奉仕部門の２番目にあ

たる職業奉仕はすべてのロータリアンが、果たさ

なければならない義務であります。しかしよく誤

解されるために、なおざりにされることがたびた

びありました。�

　職業奉仕は多年にわたり、もっぱら個人の責務

とされてきました。すなわち一人のロータリアン

はクラブ内に於いては、自分の職業の代表者とな

り職場に於いては、高度の道徳水準を掲げるように、

要請されてきました。�

　ＲＩでは１９８７年に次の声明を採択しました。

この声明は職業奉仕の範囲をかなり広げるものです。

従来通り個人として継承し続けるとともに、家族

全体としての協力活動を要請されています。�

　大変難しい委員会でございまして、皆さまの協

力がなくてはなかなか全うすることは、できない

と思います。一年間ですが職業奉仕委員会をよろ

しくお願いします。�
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『地上には平和を。すべての人 に々善意を。』� ※再生紙を使用しています�

前回の出席報告�

●欠席者（４名）�

梶原一正君、小野篤之君、芹澤正明君、提坂亨司君�

●メークアップ（７名）�

　７月７日　　裾　野　　勝又　洋君�
　７月１０日　　山中湖　　斉藤　礼志君�
　７月１４日　　裾　野　　勝又　敏雄君�
　７月１５日　　地　区　　提坂　亨司君�
　７月１９日　　長　泉　　大森　清治君�
　７月２５日　　沼津北　　勝又　博文君�
　　　　　　　　　　　　杉山　敏夫君�

クラブ奉仕委員会　長田 吉弘委員長�


